
 

 

 タカノメやアルバトロスによって調査・分析されたゴミの再資源化 
 同じ成分を集め、カゴやコーンなどの商品へリサイクル 
 地域のゴミをその地域で再利⽤ 

まっている未来  
全世界で⼈⼝はどんどん増え、その分⼈間が出すごみの量も増えて

いる。ポイ捨てなど適切に処理されないごみの多くは海へ流出し、プラス
チックのごみは⽊や紙と違い腐敗せず、現段階では 2050 年には海の
中に浮かんでいるごみの重量と、泳いでいる⿂の重量が逆転するといわ
れている。そうすると、⿂の餓死や動物のケガ、⾷物連鎖の問題へつな
がり無視できない状態へと進んでいる。 

活動投稿＆アプリで交流 
「ピリカ」は、2011 年に⽇本で開発され、 

今では 115 ヵ国で利⽤されているアプリである。 
コロナの影響で集団ボランティアの活動は難しくなっているが、個⼈の

活動は増えている。「ピリカ」のダウンロード数もコロナ禍前に⽐べ３倍に
伸び、これまでの参加者数は延べ２百万⼈、拾われたごみは２億 6
千万個を超える。このアプリを活⽤するとごみ拾いの可視化ができ、たく
さんの⼈から「ありがとう」をもらうだけでなく、多くの⼈がごみ拾いをしてく
れていることに気づく。ごみ拾いが、個⼈のエシカルな⾏動のひとつとして
受け⼊れられ、さらなる活動の広がりを期待されている。 

タカノメでできること 
１．ポイ捨てごみの分析  

２．対策施策の効果測定・改善提案 

ピリカ 
１．ごみ拾いの記録・発信 
２．「ありがとう」を送り合う 
３．イベントに参加する 

アルバトロスでできること 
１．海中のマイクロプラスチックの調査 

２．流出品目の分析 

他の人の投稿に握手 

マークをタップして 

「いいね」を送ろう！ 

拾ったごみの 

写真を撮って投稿 


